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17 
名 誉串絵馬
所在地検芝光町新井
寺社名 新井観音堂
作者不明
願主 不明
豊漁縦13釦n 横21血n

板厚
年代不明
材質槽板目
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願
法
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16 
名省、絵鳥

所在地織l':光町側弁

d字社名 新井観脅堂

作者不明
願 :t 不明
法量制使ltill:ln 横目'20n

板厚4，刊n

Jf I~ 明治

材質 槍彼自

6 
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牛熊八幡神社
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18 
4 称源8毎朝海路手伝聞〈同給島
所在地横芝光町牛熊
寺社名牛熊八幡神社
作者不明
願主長倉村押尾氏
法量縦51.3cm 横86.5crn

板厚 12rrun
年代文政10年 T亥七月
材質槍 2枚合わせ柾目

7 

ふ

久

同は、波立つ毎岸本に、源為朝と

思われる甲胃武者が腕をまくってか
まえ 、 左に和毛の西洋人と思しき人
が、 キに鰻預のようなものを捧けPて

L 、るモチーフである。このような図

では、 開 〈相手が韓国人か中国人が
y ぃカ\西洋人は他に類例を見ない。

図は木地に宜接描かれ、依存度は良
L 、。

八幡神社ではほかにも絵馬がある

が、 図の依存度は良くなL 、。

牛熊は、 平安時代の押
隈師に比定され、八幡社

のある古地は喧I~，があっ

て、 古くから人々の宮み

があった事が分かる。こ
の八幡社も、 神代の時代

からこの地に鎮座して、

y くの営みを守ってきた
事だろう。

ほかにも絵馬があった
というカ\今はこれ IA

のみである。



19 
名 称 {後藤太と琵琶胡龍神団結馬
所在地検芝光町町原
寺社名町原稲荷神社
作者菊川三英
願主田久保村江波戸久兵商
法量縦57.金m 横9Q7an

板厚 7 rrun
年代明治5年壬申 4 月
材質槽 1枚板板目

可原稲荷神社境内

町原稲荷神社 l

本地に渇〈繍紛を塗，1. そのよに~色

Lて絵を描いている所b ら.絵の依存度

U 良好. 黒雲を背娠に、中央に胞に乗っ

た琵琶湖組神、右に俄峰太(藤原秀郷)

を配L 勇批紅白柄でめる. 人物及び飽

U怖か〈織かれ.色の濃淡も微妙に食さ

n 給と Lても優品である.

これ"弓の名手僚議太が健也湖の健神
から、三よ山の大百足の退色を領まれた

Z舎の図で‘織のよに乗っているのは飽神

の化身の女神である. 依峰太"藤原秀"
ともすわれ 平安時!に平将門を討った

ことで有名.

国の作者 菊川三英"医旭市白山神仏
の江戸後剣の鈴馬を舗いた給師菊川英怖

と同派のものか.

8 

町原稲荷神社は、 大総の県道
沿L 、にあり 、 社は小さいがその
拝殿内に絵馬が掛けられている。
稲荷祉の挽ろには子安祉があけ、
また. 正面には町指定の大銀杏
がそびえ、 秋には黄葉が見事で
ある.
この神社にいずれも見事な中絵
馬が良好な状態で 7 占もあった
のは奇跡というほかない.



町原稿荷神社2

額納事図
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左下に酒呑童子が砕いつ;:れて横た

わ1) 二れを討たんど狙う源頼光b 右

ょに循b れた絵である.絵馬では酒呑

章子退治国は多〈 主に大きい拳納舗

に見られる.これは中裂の奉納額であ

るが彩色が治な"落ちているのも関

わ勺ず‘細冷〈織力れている.

また、周臨の額も鮮情で彩色され、

制作当初はきれいであったろう.

拝殿lこ掛けられた絵馬

9 



町原稲荷神社3

21 
名称夫婦拝み図奉納額
所在地横芝光町町原
寺社名町原稲荷神社
作者不明
廠王田 星久木太右衛門
法量縦47.1口n 横69忌:m

板厚1白四n
年代不明
材質槍 1枚板目

毛主

‘
一F、

ーヲモミ4

額の左側に神社本殿を、 木を木地に
貼 I J 付けて浮き彫りのように表し、本
側に彩色で夫婦が拝んでいる姿を書い
ている。木地上には薄〈胡粉、群青を
萱 I J 、その上に彩色 して絵が描かれて
t 、る。

また、 額には群青で紗綾形文を4晶、
ていて、 丁寧な作である。

拝殿向かつて右側の絵馬

l(}-



町原稲荷神社4
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砂浜を背景に、 者側に女がひざを
着いて拝む幸が、左上には消えてし
まったが、 ;庄のι こうに神様{果島
明神)が描かれている.この神様治、
手町みを残して消えたため、何であ
るか分からないが、キは手招きして
いるようである。
絵は胡粉を薄〈建 I J 、その上から
描いていると思われるが、人物と本
尊のところだけ、 胡粉がないところ
から見ると 、 人物等を先に描L 、た可
能性も考えられる.

11 



町原稲荷神社5

23 
名称稲符神と撤回彦図給鳥

所在地検芝光町町原
寺社名 町原稲符神社
作者 γ明

頼主不明

法量綴詣&m 検65.0α"
板厚 13mm

年代不明

材質槍 l 枚彼自

左に白狐に乗った稲荷神、 右に天拘に
担がれ手いるのは碓田彦と思われ、 向か
い合つように描かれた絵まである。稲荷
神と撮間最が結び勺〈のは不明であるが、
京の山での出合いを描いたのか。
木地の上に直接図が描かれ、 5 -6 色
を使って、 黒の輪郭線に細かく区画され
た中iこ 、 丁寧に彩色されている。
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宝珠の，手き周りをを、 中央に貼 1) 付
けた額で、 額縁の四隅には、 紙を貼リ
付けて、 隅飾 1) を表している。

12 



於慢栗島宮 l

田

名称道女ー行.1皆目'"納額

所在地機主光町於鰻
寺!i名於鰻黒島宮

作者不明
願主成木 村 花勉さど以下16人

去量縦77.0::::m 横 1 33(bn

板厚 3-5岨
年代 不明

材質槍 7枚仮自

於費栗島宮

13 

左に栗島宮の拝殿が描か才l、その宮
へ着飾った女たちが事詣する事を現し
た奉納額である.女たちはいい着物に
羽繊をを着、 傘を持っている者や、 犬
のチンを連れている者がいた1)，髭は
嶋田を結い、 嘗を付け、 足には黒色町
高下駄を唖いてていて、 とても庶民ど
は古い難t 、

於慢畢島宮には、むか
し、都から天皇の皇女が
落ち延びてきて、ここ に
住み、 生を終えた。そこ
で村人は皇女を哀れんで、
果島宮を勧請したという
伝承がある.この栗島宮
町境内には、皇女カいた
I正しとして、姫i豆町石碑
が建てられている.
果島宮は、女神を奉 1).
女性病や安産、子育てに
ご利益があったと言わ札
近間近在から Þ< 由参詣
者があって、昔は茶店も
出て大いに賑わったとい
う.今は静かに作み、往
時の面影はな L 、.



於畏畢品宮2
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左ょにlòが下が" その前に幣m を
立てたご神体が置かれ これを拝L-女

た 1 5人が捕かれている. 女たらの着物

U9f1:普のようで 近住の農家の主.

Mであろう. これだけ黒島宮への女た

ちの信仰が篤ったのであろう.

栗島宮社殿町中の中央に
厨子というか、ご神体を奉
納する本殿が置かれ、その
前に護摩濯がある.これは
おそら〈栗島宮噴内には昔
寺社が一緒にあリ、明治の
神仏分離で寺が廃されたが、
社殿の中にその名残が残さ
れたのであろ う。

草島宮社殿内部

-14-



於E型車島宮 3

27 

名称"衆拝み図奉納額
所在地桶芝光町於良

<t li名鈴鹿lUI，g

作者不明

願主下橋地村.蓮沼村

他女32人

3金量隠55.3cm
担厚 7凹

年代不明

材質桐4枚 1長目

2枚欠捌

果島大明神
栗島宮町ご神体で、 この安から

姫神であることが分かる.白い顔
に、 きれいな彩巴が擁されたご神
体に対し、 荒削 I J で作リ出 した台
座から、 篠本弘経寺の七面様に共
通 L‘ 江戸末期の作と思われる。

lEト

左に果島宮の拝殿が見え、 右に
拝んでいる女たちを描いている.
女たちは地べたに車 I J 、 普段暑の
着物を帯、 近榔の農家の女たちで
あろう.



28 
名称、女衆拝み図奉納額
所在地横芝光町於蟻
寺社名 於幾粟島宮
作 者不明
願主米倉村伊藤氏
法畳縦47.5cm 横65.7，町1

板厚 9mm 
年代明治 7年4 月
材 質櫓 1枚板目

一16-

左ょに脅~がカかり その

手前に繁期を立てたご神体泊 、
雲に乗って出現し.これを女

た ;ñtt李む姿である.

女i立者ている積物h ら 先

頭と右 2人の 3人"若い娘で、

左b ら 2 人目はその母貌であ

ろう n'.

29 
名林家族拝み図奉納額
所在地横芝光町於幾
寺社名 於幾粟島宮
作者不明
願主南郷村小泉小倉良助
法量縦345crn相441cm

板厚 1 2rrun 
年代明治29年 l 月
材質桐 3tt 板目

左上の幕下に、 車島大明神が
姿を現し、これを 2代的夫婦が
t草んでいる姿である。



時世粟島宮 5

31 
名称女拝み団絵馬

所在地検芝光可於処
寺誌名於燦桑島富

作者不明
願主不明
jま量縦lO.5cm 場2';7，αn

仮E手7凪m

'"代不明
材質槍板目

よ怖を欠樋して "が分からない

が、 4荷物から女であろう.

33 
名称、嘩図絵馬
所在地横芝光町於揖
寺社名 於提粟晶宮
作者不明
願主 不明
浩量縦12.7011 横302011

板厚55町四
年代不明
材質槍板目

上部を欠損、 松と梅のおめでた
い図を描いている.

32 

30 
名 称乳被け図絵鳥
所在地検芝光町於艶
寺社名 於艶栗島宮
作者不明
願主不明
法量縦18.2cl11横255口.11 板厚白11111
年代不明
材質棺 1杖
大きな書碗にお乳を搾 IJ 出している

図で、 乳授け図の典型である.

名称馬図絵馬
所在地横芝光町於提
寺社名 於型車島宮
作 者不明
願主不明
法量縦&4011 横21担n 板厚 8汀町1
年代不明
材質櫓板目
下部を欠掃する. 馬は;\>(彩色される。

34 
名称、 嘩図鞍馬
所在地横芝光町於瞳
寺社名 於揖粟島宮
作者不明
願主不明
法量縦12.\bn 横17.担n 板厚泊1m
年代不明
材質槍板目
上部が風雨により、 絵が流失したが、
下部町残存部から、 曙図と思われる.

l'良



於揖畢島宮6

35 
名称、絵馬
所在地横芝光町於睡
寺社名 於瞳果晶宮
作者不明
願主 不明
法量縦9&:m楠32.3c111

抵厚 8r刊n
年代不明
材質槍柾目

36 
を秘憾打断ち図給馬
所盆地検芝光町於般
寺社名 8今般男R島宮

作者不明

願主不明

法量醐fun 検担白n

奴厚45rnm

年代 文政7軒目24)

材質槍径目

中央にサイ コロが見え、博Hを止める祈願を
した絵馬であろう.
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38 
名称絵馬
所在地横芝光町於蟻
寺社名 於艶栗島宮
作者不明
願王不明
法量縦且lan 検312an

板厚7Ernm
'f代不明
材質槽板目

39 
名称絵鳥
所在地検芝光町於髄
寺討名 時揖畢品宮
作者不明
願主 不明
法量純白.11 横倒おn

板厚11rr町1
年代不明
材 質 櫓板目

40 
名称、絵馬
所在地検芝光町於融
寺社名 於揖畢島宮
作者不明
願王不明
法量縦113cl11 柚27f..正お3):m
年代不明
材質槍板目

• 18. 



古屋III三思 1

41 
名称骨娘拝み図絵馬
所在地検芝光町古里
寺社名 古屋韮王院福井寺
作者不明
頼主不明
法量縦23.伽n 横29.5an 板厚5mm
年代不明
材質槽板目

直

古屋韮王院福井寺本堂

"ト

42 
名称男符み図絵馬
所寺在地 検芝光町古屋
社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主不明
法畳縦21白羽横28.6an

恒厚55mm
年代不明
材質槽板目

43. 
名称、 女拝み図絵馬
所在地検芝光町古屋
寺社名 古屋車王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦23.7an 横3ü.3cm

板阜7mm
年代不明
材質槽板目

本堂に掛る絵馬

薬王院には千葉県指定有形文化財の
木造薬師如来立曜が本尊として鎮座し
ている.



古屋薬玉院2
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45 
名称和歌墨書絵馬
所在地検芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福寿寺
作者不明
願王不明
法量縦24)):m 横34釦η

抵厚llmn
年代不明
材質槍板目

桝
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2
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E
m
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本堂内にある
絵馬

忽〉



古11;11王院 3

48 
名称女拝み図給馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦18釦n 横27.5an

担厚7mm
年代不明
材質槽板目
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縦
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山
名
所
寺
作
願
法
年
材

47 
名称女拝み図絵馬
所在地検芝光町古星
寺社名 古屋藁王院福秀寺
作者不明
願主よし
;圭量縦213<m 横23釦n

板耳85rr町1
年代不明
材質槽板目

49 
名称、女拝み図絵馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋藁王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦19.伽n I民25.7，口n

抵厚71刊n
年 代不明
材質槽仮自

21 
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古屋薬玉民4

51 
名称、絵馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦22.!bn横鈎泊n

板厚8mm
年代不明
材質槍抵目
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寺
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法
年
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54 
名称、女拝み図絵馬
所在地検芝光町古屋
寺社名古屋義王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦20.3an 横25.O:m

板早lmm
'f-代不明
材質柑柾目

22ト
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古屋薬王院 5

団

名称世拝み団絵馬

所在地横芝光町古屋

4字社名 古屋薬玉民福秀寺

作者不明

願主不明

法量縦lffiコn 横212an

恒厚lnUll

年代不明

材質槍征目
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57 
名称女拝み団結馬
所在地検芝光町古屋
寺社名 古屋薬玉院福秀寺
作者不明
願主 不明
法量縦1ιαコn 横21.1=

板厚l江町l
年代不明
材質槍柾目

58 
名称女拝み図絵馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福井寺
作者不明
願量主不明
法縦18.2口η 横23.7.口n

板厚 1mm
年代不明
材質槍柾目 面幽Ii!!i:

ー
白- 句..  

23-



ω 
名称、男拝み図絵馬
所在地棋王光町古屋
寺社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦1&lcm 横21.5cm

板厚 lmn
年代不明
材質槍柾目

古屋薬王院6

59 
名称、男拝み図絵馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋薬玉院福持寺
作者不明
願主不明
法量縦15.加1 横212an

枇厚 lnun
年代不明
材質槍柾目
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古屋薬玉院7
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64 
名称女拝み図絵馬
所在地検芝光町古屋
寺社名 古屋聾王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量眠2Qおn 横21.8c111

抵早lmm
年代不明
材質柿柾目

66 
名称女拝み図給高
所在地検芝光町古屋
寺社名古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主時曽根須笠原氏
法量縦19.忌:m犠23臼η

板厚lmm
年代昭和2年
材置槽柾目

-25-

65 
名称女拝み図絵鳥
所在地検芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福井寺
作者 不明
願主不明
法畳縦20.9cl11横24.2cl11

板厚 lmm
年代不明
材質槍柾目



68 
名 称、男拝み図絵馬
所在地横芝光町古屋
寺社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願主不明
法量縦20永m 横241口n

板厚 l mn
年代不明

材質槍柾目

古屋薬王院8
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材

69 
名称、駿列三図絵馬
所在地横芝先週T古屋
寺社名 古屋薬王院福秀寺
作者不明
願王不明
法畳縦5.5an横353口n

板厚6mm
年代不明
材貿槍収目

~1:内めカも t 、に

かかる絵馬

公;-



小川台隆古寺 1

70 
名 称、房総参詣図奉納額
所在地検芝光町小川台
寺社名 小川台隆台寺
作者香堂
願王 林要助他国名
;去量縦83.1bn 横168なm

板厚 13rrun
年代大正7年 9 月
材質槽板目 8枚

林署助が押師と Lて先頭に立ち、
男4人、女11人が南房総那古寺へ、
参詣した図であろう。左上の山の
中腹に小さ〈堂塔が描かれ、これ
からそこへ赴こうとしているとこ
ろであろう。

2下

隆台寺には正面本堂の左側に、
方三間の観音堂と不動堂があリ、
不動堂のほうに'f (の絵馬が掛
けられていた。

小川台隆台寺は，鎌倉時代
以来の真吉宗の寺院で、 山門
を入ると正面に本堂、左側に
方三聞の不動堂ど観音堂があ
る。この 2棟のお堂に給馬が
掛けられているカ\特に不動
堂の方に'f( 、 その信仰の厚
3 が忍ばれる。



71 
名 称、 不動明王図絵馬
所在地横芝光町小111 台
寺社名 小川台隆台寺
作 者 不明
願 主 不明
，去 量縦61fun 横24伽1

仮卑白刊n
年 j¥ 不明
材 世 槍板目

2R 

小川台F量台寺 2

72 
名称刊棚王剣付絵馬

所在地横芝光町小" 1台

寺社名 小川台峰古寺

作者不明

願主不明

法量縦7lfun 横18&:m
抵厚 1 3nlll1

年代不明

材質槍級自

73 
名称不動明王貸付絵馬
所在地検芝光町小川古
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願主 村越氏
J去量縦38伽n 柚21.7an

仮厚651刊百
年 代理応2年
材 質槽板目



小川台隆古寺3

75 
g .名女持み図絵鳥
所在地検芝先町小川台

寺社名 -1 -111台隆台寺
作者不明
願主鈴木氏

逮量桜島"''''横35.1on
板E事"刊n

年 代 慶応2'手

材質槍彼自

左上には不動明王ヒ弘法

大師が播均れ lt"t宗寺院

への傘腕絵であることが分

かる.

-2!予ー

76 

74 
名称夫婦拝み図奉納額
所在地検芝光町小川台
寺社名 小川台峰古寺
作 者不明
廟主不明
法量縦29.C\:m 相伯おn

板厚51TUTI
年 代不明
材質槍抵目

名材、女拝み図絵馬
所在地横芝光町小Jl I 台
寺社名小川台隆古寺
作者不明
願主中川氏
法量縦24.1011 楠19.&n

板厚115rrun
年代明治3年
材質槍板目



78 
名称男持み団絵馬

所在地積主光町小'"台
寺社名小川台隆台寺

作者不明

頓主 当村村"'"
;圭量縦27.7011 横3キbn

祇厚7mm

年代明治3年

材質槍'"目

80 
名称男拝み図絵馬
所在地横芝光町~J ， )II 古
寺社名 小川台峰台寺
作者不明
願主不明
法量縦19.5a11 横2470n

板厚6mm
年代 不明
材質槽板目

ま〉

小川台隆台寺4

77 
名 称女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川l台
寺社名 小川台隆古寺
作 者不明
願主当村林氏
j圭量縦2&仕m 棋29.6cm

抵厚6mm
年代不明
材質槍板目

79 
名称男拝み図絵馬
所在地横芝光町小川古
寺社名小JIi台陵台寺
作者不明
願主不明
法量縦18üm 棋23.8cm

板厚7mm
年代不明
材質槍板目



小川台隆台寺 5

82 
名称、男拝み図給高
所在地横芝光町小川古
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願五不明
法量級17.おn 横23.2cm

板厚6.5mm
年代不明
材 質櫓板目

84 
名称、女拝み図給馬

所在地横芝光町小'"台

寺社名 小川台陸台寺

作者不明

願王不明

法量縦lE.3cm横221an

仮厚gmm

年代不明

材質槍根回

31 

81 
名称男拝み図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主鈴木某
法量縦18~::m 横24おn

板厚75mm
年代不明
材質槍板目

83 
名称男拝み図絵時
所在地横芝光町小)IJ 古
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主不明
;去量縦181口n 構23.9::m

板厚缶四n
年代不明
材質槽板目



86 
名称女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願主鈴木氏
法量縦1850η 横24.伽n

担阜8rru11
年代不明
材質槽抵目

88 
名称女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川古
寺社名小111台隆台寺
作者不明
願主林氏
法畳縦16.1= 横お加1

板厚6.5nun
年代不明
材質槍板目

一32-

87 

小川台隆会寺 6

85 
名 材、男拝み図絵埋も
所在地横芝光町小1 1 1 古
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願主項合氏
法量艇14.!km 楠21.4an

板厚5mm
年代不明
材質槍板目

名称、 女拝み図絵馬
所在地検芝光町小川l台
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願 主鈴木氏
法量桜1日伯n 横23.6an

担厚白百羽
年代不明
材質槍板目



小川台隆古寺 7
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ω 
名称嘩図絵馬
所在地検芝光町小Jl I台
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願主当村林千太郎
法量縦16伽n 横27&:m

帳J草75mm
年代文ノヒ10年{l813)
材質槍板目

33ト

一:2328
雲毒体ゑキ

91 
名称犬図絵馬
所寺在地 検芝光町小川台
社名小川台隆古寺
作者不明
願主不明
法量縦16&:m 検24.30n

板厚7mm
年代不明
材質檎柾目



93 
名称、馬図絵馬
所在地構芝光町小J !J 台
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主不明
法量縦24.3crn横33.3<コn

板厚白nm
年代不明
材質槽板目

34 

小川l台経台寺 8

92 
名 称、大願成就文字奉納額
所在地検芝光町小川台
寺社名小川台陵台寺
作者不明
願主鈴木氏
法量縦34.3011 楠2=

仮厚71刊n
年代不明
材質槍板目

94 
名称、虎図絵馬
所在地検芝光町小J !J 古
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦25.cxm 横33抱n

板厚9I刊n
年代不明
材質槽担目



小川台隆古寺 9

96 
名称膏図絵馬
所在地横芝光町小J iJ古
寺社名小JiJ台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦17釦n 横23.1口n

批厚7πU11
年代不明
材質槽板目

98 
名称飽図絵馬
所在地横芝光町小JiJ台
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦20.7，叩1 横25.7=

場1阜55rrun
年代不明
材質噌板目

3<r 

95 
名称蟻鶏図絵馬
所在地横芝光町，1 、J iJ古
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願主林久本衛門
法量縦23.~:111 横302ml

板厚7町田1
年代不明
材質檎板目

97 
名称飽図絵馬
所在地検芝光町小川台

寺作社名 小川台隆古寺
者主 不明

願 不明
法量縦20.伽n 横25.7=

仮厚8nun
年代不明
材 質柑板目
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102 
名称犬図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦122cm横山政m 板厚lml11
年代不明
材 賞槽柾目

小川台隆古寺10

99 
名称馬図絵島
所在地検芝光町小川古
寺社名 小JiJ台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦19.4口n 横22.2an 板厚 l汀町1
年代不明
材質槍柾目

101 
名称嬉鶏図絵時
所在地横芝光町小J iJ台
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主不明
法量縦11おn 検15.1=板厚1mn
if.代不明
材質槍柾目

103 
名称女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆台寺
作者不明
願主不明
;圭量縦11.8口n 検173cm

板阜lmm
年代不明
材質槽 柾目

託シー



小川台隆古寺8

105 
名称女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名小川台隆台寺
作者不u}'
願主鈴木氏
法量縦l目的n 横2ü.8cm

板厚5ロ1Jn
年代不u}'

材質檎祇目

107 
4 称絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主不明
法畳縦12.1c:n横43SI:m

板厚5rTUn
年代不明
材置棺板目

計

104 
名称、女拝み図絵馬
所在地横芝光町小川台
寺社名 小川台隆古寺
作者不明
願主不明
法量縦19.忌:m横23.7m1

板厚6町町1
年代不明
材賀槽板目

l∞ 
名称絵馬
所在地検芝光町小川台
寺社名小川台隆台寺
作者不明
願主不明
法量縦13.3<m 横路2コn

板厚6mn
年代不明
材輩格板目



長勝寺{立長倉集;事の 111 .1'

中央にある真言宗の寺院で

ある.その本堂の前に，トさ

む嗣のよう立大師堂。1，，，、

その同問内外に絵馬f.l(tfトっ

ている.おそわ〈大師信仰

による絵馬奉納であろう力 、

大師信仰の思いこの地妓で、

他には見られ1;.L\、.

長倉長勝寺

ー話一

長倉長勝寺 l

108 
名称、女拝み図絵時
所在地検芝光町長官
寺社名長企長勝寺
作者不明
願王長企吉岡某
法量縦26.&rn横36.4<コn

祇厚6.5mm
年代不明

l 材質槽担目

絵馬力、掛る大師堂
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110 
名材、女拝み図絵馬
所在地検芝光町長古
寺社名 長官長勝寺
作者不明
願主長幸区伊藤
法量縦I&&:m 棋25.71口11

板卑6mm
年代不明
材 質槽根日
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109 
名称女拝み図絵馬
所在地検芝光町長倉
寺社名 長倉長勝寺
作 者 不明
願主不明
法量縦1&9crn横26.7011

板厚51TUll
年代不明
材質槽板目

111 
名称、 女拝み図絵馬
所在地検芝光町長倉
寺社名長倉長勝寺
作者不明
願主伊畠
法量縦2Q釦η 検23.2011

板厚白刊η
年代不明
材 質槽 板目



寓福寺門前
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遠山高福寺 1

京棋拝み図
奉納額
横芝光町遠山
連中高福寺
不明
不明
縦36.C\::tn
横46.Clコn
板辱2刊n
明d台39'手
板ガラス

本堂内に掛る絵馬



i!山禽福寺 2

114 
名 称女拝み図奉連納額
所在地横芝光町中

寺社者名 遠山高福寺
作 不明
願量互不明
法縦35.5cm 横4=

板阜2mm
年代不明
材質板ガラス
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解説

l 絵馬の歴史
奈良時代の正史 「続日本紀」には、 神馬を奉納したと記されている。しかし馬は

高価で奉納するのが負担であり 、 また、 奉納された寺社でも馬を飼育するのが大変で

あった。そこで馬を紙や土で作った馬を奉納するようになった。平安時代には板に馬

の蛤を描いて、 奉納τる様になったといわれる。

室町時代になると、 馬だけで な く様々な絵が描かれるようになり、さ らに奉納所へ

の祈願が加わって 、 それに因ι給も描かれる様にむった。安土桃山時代からユ戸時代

になると 、 著名な絵師の流肱による絵馬が人気となり 、 古来からの物語や浄瑠塙戯曲

を題材にした絵や風景図なピ、 美術的に優れた絵馬が作られるようになる。この頃に

は結馬が大型化し、 縁を付けた奉納額が'f (なけ 、 これらをかけて見せる絵馬堂や額

堂が建てられた。

明治時代になると、 対外戦争の戦勝祈願や、 政治的な社会世相を題材にした絵馬が

現れる。また、 切実な祈願を表した拝み図町個人奉納の小絵馬力、今も'f(残1) 、 これ

が今日盛んに奉納される合格祈願絵馬へと繋がっているのだろう。

千葉県で最も古い絵馬は、 大網白里市金谷姉の鮮神社に伝わ1) 、 当地を領有した酒

井膿治が天正 7 '1'-に奉納したもので、狩野光信が描いた弁噴と牛若丸図である。 三 れ

を初めとして大網白里市、 また南の長南町の各寺社には、 江戸時代を通じて絵馬の骨

品が伝わ1)、この時代に絵馬の奉納文化があったと思われる。平成8 年には千葉県教

育委員会によって、 県内絵馬 奉納額の調査報告書が刊行され、 その県内のあり方の

実態が明らかになった。その中で絵馬 ・ 奉納額の分布は、 野田市 ・ 流山市 ・ 佐倉市

成田市などが'fしその'fく は近代以降のものであった。特に成田市で は新勝寺に集

中 し、 同寺には額堂が 2 棟も建てられ、 庶民信仰の集中が絵馬奉納という行為が顕現

化したのであろう。

平成 8 年の報告書では旧光町の絵馬は l 占、も示されなかったが、 今回の展示企画に

当たる事前調査では、 100売にもよる数を確認した。そのことからもまだ埋もれてい

る絵馬があることも考えられ、 これを地域における給馬の実態を知るひとつの契機と

したい。

成田山新勝寺額堂
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2 横芝光町の絵馬の種類
絵馬の形

広い意味での絵馬は、 形ではま形(産形)をした絵馬と、方形で四周に枠を有する

奉納額とに分けられる。京形の絵馬l こ 1 ;1 ， 上部ヵ、屋根状の三角に傾斜を有するもの、

周 I J に木枠を付けたもの、 上部の木枠が一文字のものは鳥居形、 横に長いもの、 縦に

長いものなどに分けられる。町内の絵馬では周 I J の枠が失っているものも y (、形が

判然とし ないものもある。

絵馬の構造材質
絵馬の構造は、 その形と相まって散妙に変化している.ま形の絵馬では、 江戸時代

から明治期にかけての中 ・ 小絵馬は、 厚さ 1O~ 5mmの板i 二、 周りを角材で縁取る様に

釘付け(釘は鉄 木両者ある)している.そして多くの場合、枠木は黒〈塗 I J 、 絵馬

が目立つ様になっている。昭和前期の絵馬になると、板厚が 1mm程度の薄板が y (な

I J 、 周りの枠木はのけ付けするだけのものが多くなる。おそら〈この時期が、 絵里与の

奉納が最も多〈 、 それに対応する様に大量生産した結果かもしれない。また、 昭和前

期的絵馬は 、 上部の傾斜が弱〈 、 鳥居形に近くなっている。

絵馬の板材の y くは 、 槍(ヒパ)材と思われ、 江戸から明治期の厚 さ を有する板は

材を板自にしたものを使っているのに対し、昭和前期の薄板は柾目にしたものを使っ

ている。このほか、 果島宮の絵馬は桐材を使ったのが 2 点ある。

絵馬の画題
絵馬の図では、 拝み図カ、最も多しこれはほぼ定型化され、 1 人の男か女のほカ\

夫婦、 母晴、家族、 講中などがある。これに近いものでは参詣図がある。拝み図では

ほとんどと行って L 、 t 、くらい、 拝む対象を描いてな く 、 経垂幕が懸かつて提灯が下が

I J 、本尊が隠れるような構図となっている。拝み図は小絵馬では個人による奉納が多

〈、むやでも女拝み図の方が男拝み図より yl 、。大絵馬になると、大勢の人を描きこん

だ講中図や、拝み図ではないが参詣図がある。

が
成田中新勝寺額堂 合l額
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次に多いのは動物図で、 黒、馬は雨乞い祈願と吉われ、 白馬は晴天祈願と言われる。

曜は胎盤を意味し 、 曜図は安産祈願を、媛鶏親子図は子宝祈願を表すと言われる。こ

のほか能、 虎、 犬、兎など、 様々な動物が描かれ、それぞれ意味ある祈願が込められ

たのであろう。

町内の絵馬では物語図は少主〈、牛熊八幡神社と町原稲荷神社にあるのみであった。

物語図は今昔物語や平家物語などの文学作品や伝承の逸話を題材に採 IJ 、 '" <は絵師

によって描かれて美術的にも骨れているものが多 L 、。特に物語 11 図の題材としては

「源頼光大江山の酒呑童子退治」や「源為朝島流しJ r依藤太百足退治」なとが多〈、

ひとつの定型化が見られる。

このほかでは和歌を害いたもの、不動明王的安'1 を付けたもの、 宝珠を付けたものな

どがある。

絵馬の彩色

横芝光司Tの絵馬は、 当たり前のことであるがほとんどが木の祇に彩色して描かれて

いる。その彩色の仕方では木地に直瞳描〈方法、 木地のよに胡粉を塗ってヤ地とし

その上に描〈方法とがあり 、 下地の胡粉を厚〈塗った場合は、 経年劣化によって胡粉

が華'1れ易し蛤の消失伊lが多 L 、。それに対し木地に直接描いたものは、蛤の依存度が

良い。彩色は岩拾の具を使い、 骨は群骨、 緑は緑青、和は弁柄を基本とし、絵の具の

定着には豚を使っていると思われるが、 特に群青は~'I落しやす〈なっている。外にか

けていた絵馬は絵の依存度が悪いだけでなし堂梁の漆喰が被ってさらに悪化した例

も多々ある。

遠山寓福寺のガラス絵の絵馬は、裏面から逆の工程で描〈高度な技術を必要とし 、

その起源は不明であるが、 国下総町の来高寺に同様の絵馬があり 、 図柄、 彩邑がよ〈

仇えている.高福寺のものは悶佐原市の奉納者が'" <、明治から昭和初期におそら〈佐

原あたりのガラス絵作家の製作によるど考えられる。
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京都宜国神社、神門的両側に瓢箪形の絵馬が掛かる

本害は、平成26年 4 月 12 日から 6 月 22日まで、町民ギャラリーで

実施した企画展の図録である。本書の執筆、編集は教育委員会社会

文化課道理明が当たった。

展示、 本書執筆に当た 1) 、 下記の方々からご協力、ご教示を賜け

ました。記して御礼申 L上けPま す。

森清氏(新井観音堂L 橋浦寛照氏(古屋薬王院代表役員L

橋浦芳朗氏(古屋薬王院役員L 大津頼政氏(小川台隆台寺住職L

林政宏氏(牛能八幡神社L 田鍋悦央氏(牛能八幡神社役員)

五木田鹿服氏(遠山高福寺住職〉、 吉岡賀氏(町原稲荷神社役員)

吉岡敏幸氏(町原稲荷神社役員)、 小関昭七氏(於幾栗島宮氏子総代j

桜井勝氏(於髄粟島宮役員L 石坂管制長倉長勝寺檀京総i\À

小倉博氏(成田山重光館L 久野一郎氏(睦沢町立歴史民俗資料館)

町民ギャラリー図録

析けの絵画

横芝光国丁の絵馬
発行 平成26年4月 12 日

編集横芝光町教育委員会

印刷三陽メ ディア株式会社
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